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「せんだいメディアテーク」はポータルサイトだ

仙台に行ってきた。図書館、ギャラリー、映像スタジ

オなどが入った文化施設「せんだいメディアテーク」

（smt） が1月末に開館したのだ。今年の7月に、

このギャラリーで企画展を予定しているため、下見も兼

ねて取材してきた。

まず建築が素晴らしい。7階建てのビル外壁すべて

がガラスで、遠くから見るとガラス細工の箱のように見

える。内部はさらにユニークで、一般的な意味での柱

や壁が一切ない。水道や電気といったインフラ、そして

人間を運ぶエレベーターまでもが、白いパイプ状の鉄を

組み合わせた「チューブ」と呼ばれる部分に組み込まれ

ている。

簡単に言うと縦に走るチューブに支えられた床面が7

層あり、その外をガラスで覆っているというきわめて独

創的な建物だ。これだけ前例がないものの設計や建

設には、多くの人々の膨大な情熱とエネルギーが必要

だったことは、素人の私でも容易に想像できる。構造

設計を担当した佐々木睦朗氏は、6年前の計画初期段

階での状況を次にように書いている。

「建築家の伊東豊雄さんから建築的ビジョンを表現し

た1枚の衝撃的なスケッチを受け取る。不定形なチュー

ブが海藻のようにゆらゆらと揺れながら数枚の薄いプレ

ートを支えているという、およそ現実離れをしたものであ

った。しかし詩情溢れるその1枚の絵には僕の想像力

をかきたてる強烈な力が存在していた」 。

その手描きのスケッチは、実物を見てきた目で見ると

「うわ、これがあんな本物のビルになっちゃうんだ！」と

驚かされるようなシンプルなもので、その後のコンピュー

タ画像によるシミュレーション、模型によるシミュレーショ

ンと計画が進行してゆくようすが実に興味深い。

伊東豊雄氏自身によれば、その「海藻のようなチュー

ブ」は、情報の「渦」を形象化したものであるという。伝

統的な建築が、水や空気の動きである「渦＝スパイラ

ル」を用いることで自然とのつながりを表現してきたの

と同様、電子的な環境には情報の「渦」をデザインに取

り入れるべきだというコンセプトなのだ。

さて、その渦の実体となるべきsmtの中身だが、バ
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リアフリーを強く打ち出したり、オープニング企画のテー

マが「ことば」だったりと、決して派手ではないが自分の

地元にもこんな施設があったらと思わせるようなものだ。

1階はカフェとショップ、2～4階が図書館、5～6階がギ

ャラリー、そして7階が映像のシアターとスタジオである。

個人的には、smt経由で知った「建築をめぐる映画特

集」に惹かれるし、視覚障害者を中心としたパフォー

マンスグループ「こうばこ（香箱）の会」の朗読劇も観て

みたい。もちろん、東京であればこうしたものが何ら

かの形で観られる可能性が高いのだが、ポータルサイ

ト的な意味で「1か所に集まっている」ことは極めて重

要だと思う。

映画でも文章でも、豊富なリソースにアクセスできる

ことの必要性は、今ここで強調するまでもないだろう。渋

谷のレコードショップやお茶の水のコンピュータショップと

いったメディア系専門店が、後にデザイナーやCGアーテ

ィストを次 と々輩出するコミュニティーだった実例は、私

が知っているだけでもいくつもある。smtの場合、建物

や施設が充実していることは明確だ。あとは運営側の

意志やノリ次第だと思う。何年か先には、仙台ならで

はの映像やメディア作品が出てくることを期待しよう。
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「せんだいメディアテーク」公式サイト

www.smt.city.sendai.jp

「せんだいメディアテークの構造」

www.um.u-tokyo.ac.jp/dm2k-umdb/publish_db/
books/va/japanese/virtual/05.html
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